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1. はじめに 

国ではペロブスカイト太陽電池をはじめとする

次世代型太陽電池に関する取り組み 1)を進めてい

る．三重県においても，次世代太陽電池導入可能

性調査を実施し，具体的な活用方法を検討した．

この中で，当所はペロブスカイト太陽電池を使っ

た IoT センサの開発実証に取り組んだ．また，県

内の企業・団体向けにセミナーを開催し，次世代

太陽電池に関する最新技術動向の情報提供と合わ

せて，調査事業の結果を報告した． 
 

2. IoT センサの開発実証 
当所で従来から取り組んできた熱電発電を使っ

た IoT センサで課題となっていたコールドスター

ト時の電力不足を改善するため，ペロブスカイト

太陽電池と熱電発電との併用による「ハイブリッ

ド給電型 IoT センサ（図 1）」を開発した． 
実験により，ペロブスカイト太陽電池はアモル

ファスシリコン太陽電池と比較し，室内環境で約

2 倍の変換効率であることを確認した． 
また，試作機を用いた半導体製造工場内での設

備モニタリングの実証試験により，ペロブスカイ

ト太陽電池を使用することでコールドスタート時

でも IoT センサが駆動できることを確認した． 

 
 
 
＊   電子機械研究課 
＊＊  エネルギー技術研究課 
＊＊＊ ものづくり研究課 

3. セミナーの開催 
 ペロブスカイト太陽電池研究の第一人者である

京都大学化学研究所・若宮淳志先生をお招きして

ご講演いただき，ペロブスカイト太陽電池の技術

開発状況や，フィルム型太陽電池の耐久性向上・

大型化など実用化に向けた技術課題について共有

いただいた（図 2）．また，当所および農業研究

所におけるペロブスカイト太陽電池の活用に関す

る調査事業の結果を報告した（表 1）． 
多数の参加があり，製造工程や劣化防止技術な

どについて，活発な議論がなされた．  
 

4. まとめ 
ペロブスカイト太陽電池を使った IoT センサを

提案し，実証により駆動を確認した．また，セミ

ナーを開催して，次世代太陽電池に関心を持つ企

業・団体に対して，最新の技術情報の提供を行っ

た．今後は，IoT センサ開発の知見を活用し，新

たな製品へのペロブスカイト太陽電池適用を検討

したい． 
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表 1 セミナーの開催概要 

名称 開催日 場所 内容 
参加 
者数 

次世代太陽電

池セミナー 
令和 8 年 
3 月 5 日 

工業研究所 
大会議室 

【テーマ】 
次世代を拓く！ペロブスカイト太陽電池の産業応

用への挑戦 
【特別講演】 
次世代を拓く！ペロブスカイト太陽電池の開発最

前線と未来展望 
京都大学化学研究所 若宮淳志教授※ 

【事業報告】 
ペロブスカイト太陽電池を活用した IoT センサの

開発実証 
三重県工業研究所 谷澤之彦 

ペロブスカイト太陽電池の農業分野への活用調査 
        三重県農業研究所 富所康広 

115 名 

※株式会社エネコートテクノロジーズ共同創業者・最高技術顧問 

 
図 1 ハイブリッド給電型 IoT センサ 

 
図 2 次世代太陽電池セミナー 
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